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平成20年度森林・林業白書
低炭素社会に向けた

新たな取組と森林の役割

特　集

低
炭
素
社
会
を
創
る
森
林

地
球
温
暖
化
と
森
林

（
１
）
地
球
温
暖
化
の
状
況

地
球
温
暖
化
が
進
行
す
る
中
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
削
減
等
の
対
策
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル

（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」
が
平
成
一
九
年
に
取
り
ま

と
め
た
「
第
４
次
評
価
報
告
書
」
に
よ
る

と
、
気
候
シ
ス
テ
ム
の
温
暖
化
に
つ
い
て
、

二
〇
世
紀
半
ば
以
降
に
観
測
さ
れ
た
世
界

の
平
均
気
温
の
上
昇
の
ほ
と
ん
ど
は
、
人

為
起
源
の
温
室
効
果
ガ
ス
濃
度
の
増
加
に

よ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
結
論
づ
け

て
い
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
も
、
気
象
庁
に
よ
る
と
、

日
本
の
年
平
均
気
温
に
つ
い
て
は
、
長
期

的
に
は
一
〇
〇
年
当
た
り
一
・
一
一
℃
の
割

合
で
上
昇
、
特
に
一
九
九
〇
年
代
以
降
、

高
温
と
な
る
年
が
頻
出
し
て
い
る
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、（
独
）
森
林
総
合
研
究
所

に
よ
れ
ば
、
全
国
に
お
け
る
ブ
ナ
林
の
分

布
適
域
の
面
積
は
、平
均
気
温
が
二
・
九
℃

上
昇
し
た
場
合
に
は
三
七
％
に
、四
・
九
℃

上
昇
し
た
場
合
に
は
九
％
に
そ
れ
ぞ
れ
減

少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）
地
球
温
暖
化
防
止
に
果
た
す
森
林

の
役
割

森
林
は
、
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
や
、
再

生
産
可
能
で
炭
素
の
貯
蔵
機
能
等
を
有
す

る
木
材
の
生
産
を
通
じ
、
地
球
温
暖
化
の

防
止
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
や
低
炭

素
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
動
き

（
１
）
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
取
組

地
球
温
暖
化
防
止
に
関
し
て
は
、
一
九

八
〇
年
代
後
半
以
降
、
様
々
な
国
際
的
対

策
が
と
ら
れ
て
お
り
、
平
成
四
年
五
月
に

は
、
大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
濃
度
を
安

定
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
気
候

変
動
に
関
す
る
国
際
連
合
枠
組
条
約
（
気

候
変
動
枠
組
条
約
）」
が
採
択
さ
れ
る
と
と

も
に
、
平
成
九
年
一
二
月
に
は
、
第
一
約

束
期
間
（
二
〇
〇
八
～
二
〇
一
二
年
）
の

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
、
基
準
年
（
原

則
一
九
九
〇
年
）
か
ら
先
進
国
全
体
で
少

な
く
と
も
五
％
削
減
、
我
が
国
に
つ
い
て

は
六
％
削
減
す
る
こ
と
を
法
的
拘
束
力
の

あ
る
約
束
と
し
て
定
め
た
京
都
議
定
書
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

我
が
国
に
お
い
て
は
、
京
都
議
定
書
発

平成20年度森林・林業白書が、5月12日に閣議決定され、国会に提出の上、
公表されました。
平成20年度白書は、「低炭素社会を創る森林」を特集テーマとし、京都議定
書の目標達成に向けた森林整備、木材・木質バイオマスの利用拡大などの取
組を幅広く紹介し、低炭素社会の実現に果たす森林の役割の重要性を明らか
にしています。
また、本年度の特徴的な動きとして、林業分野での雇用創出、ロシア材輸入
量の減少と国産材への原料転換、製紙原料への間伐材利用、岩手・宮城内陸
地震災害への迅速な復旧対策を取り上げたほか、森林・林業にかかわる国民
の関心と理解が深まるよう、森林・林業の動向や主要施策の取組状況につい
ても、最近の新しい動きや事例等をふんだんに盛り込んで記述しています。
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効
を
受
け
、
平
成
一
七
年
四
月
に
「
京
都

議
定
書
目
標
達
成
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ

れ
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
六
％
削
減
約
束
の

達
成
に
向
け
、一
、三
〇
〇
万
炭
素
ト
ン（
基

準
年
総
排
出
量
比
三
・
八
％
）
を
森
林
に

よ
る
二
酸
化
炭
素
吸
収
に
よ
り
確
保
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
低
炭
素
社
会
づ
く
り
の
始
ま
り

世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
は
、

昭
和
四
五
年
か
ら
平
成
一
六
年
ま
で
に
約

七
〇
％
増
加
し
、
自
然
界
の
吸
収
量
の
二

倍
を
超
過
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
が
増
加
す
る
中
、
大
気
中
の
温
室
効

果
ガ
ス
濃
度
を
安
定
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、

京
都
議
定
書
の
約
束
を
達
成
す
る
だ
け
で

な
く
、
長
期
的
に
世
界
全
体
の
排
出
量
を

自
然
界
の
吸
収
量
と
同
等
の
レ
ベ
ル
に
抑

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
二
〇
年
六
月
、
我
が

国
は
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素

排
出
量
を
世
界
全
体
で
半
減
す
る
た
め
、

我
が
国
で
六
〇
～
八
〇
％
の
削
減
を
目
指

す
と
い
う
長
期
目
標
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、

七
月
に
は
、
世
界
に
誇
れ
る
よ
う
な
低
炭

素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
施
策

を
明
ら
か
に
し
た
「
低
炭
素
社
会
づ
く
り

行
動
計
画
」
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た

取
組

（
１
）
森
林
の
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
量
を

確
保
す
る
取
組

我
が
国
の
森
林
は
国

土
の
約
七
割
を
占
め
て

お
り
、
植
栽
し
て
新
た

な
森
林
に
で
き
る
土
地

は
ご
く
わ
ず
か
し
か
存

在
し
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め
、
我
が
国
は
、
森
林

吸
収
量
の
ほ
と
ん
ど
を

「
森
林
経
営
」
が
行
わ

れ
て
い
る
森
林
で
確
保

す
る
必
要
が
あ
り
、
森

林
整
備
等
を
一
層
推
進
す
る
こ
と
が
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
一
九
年
度
か
ら
平
成

二
四
年
度
ま
で
の
六
年
間
で
三
三
〇
万
㌶

の
間
伐
実
施
等
を
目
標
と
す
る
「
美
し
い

森も

り林
づ
く
り
推
進
国
民
運
動
」
を
幅
広
い

国
民
の
理
解
と
協
力
の
下
に
展
開
し
、
初

年
度
に
当
た
る
平
成
一
九
年
度
は
、
年
度

内
に
約
五
二
万
㌶
の
間
伐
が
完
了
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
二
四
年
度
ま
で
の

間
伐
等
の
促
進
を
目
的
と
す
る
「
森
林
の

間
伐
等
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」
に
よ
る
措
置
等
を
通
じ
て
、
森
林

整
備
、
木
材
供
給
、
木
材
の
有
効
利
用
等

を
官
民
一
体
と
な
っ
て
着
実
か
つ
総
合
的

に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
炭
素
の
貯
蔵
を
増
や
し
、
化
石
燃

料
の
使
用
を
減
ら
す
取
組

木
材
は
、
炭
素
の
貯
蔵
や
二
酸
化
炭
素

の
排
出
削
減
を
通
じ
て
低
炭
素
社
会
の
実

現
に
貢
献
可
能
な
資
源
で
あ
り
、
そ
の
利

用
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
ま
た
、
木
材
の
利
用
に
当
た
っ
て
は
、

木
材
に
固
定
さ
れ
た
炭
素
が
長
期
間
に
わ

た
っ
て
貯
蔵
さ
れ
る
よ
う
建
築
物
等
の
資

材
と
し
て
利
用
し
た
上
で
、
ボ
ー
ド
や
紙

等
で
の
利
用
を
経
て
、
最
終
段
階
に
お
い

て
化
石
燃
料
を
代
替
す
る
燃
料
と
し
て
利

用
す
る
と
い
う
多
段
階
で
の
木
材
利
用
を

進
め
る
こ
と
が
理
想
で
す
。

住
宅
等
の
建
築
物
へ
の
木
材
利
用
に
つ

い
て
は
、
多
く
の
利
用
量
が
期
待
で
き
、

こ
れ
ら
に
使
用
さ
れ
る
木
材
は
長
期
に
わ

た
っ
て
維
持
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
需
要
者

ニ
ー
ズ
に
応
え
た
木
材
製
品
の
安
定
供
給

に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

長
期
利
用
住
宅
な
ど
、
木
材
の
長
期
的
な

利
用
に
向
け
た
取
組
も
推
進
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は
、
そ
の
発

生
形
態
に
よ
っ
て
、
林
地
残
材
・
製
材
工

場
等
残
材
・
建
設
発
生
木
材
に
分
類
さ
れ

ま
す
が
、
こ
の
う
ち
、
約
二
、
〇
〇
〇
万

立
方
㍍
の
林
地
残
材
に
つ
い
て
は
、
資
源

と
し
て
の
利
用
に
潜
在
的
に
大
き
な
可
能

性
を
有
し
て
い
る
も
の
の
、
収
集
・
運
搬

コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
ほ
と
ん
ど

が
未
利
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
環
境
意
識
の
高
ま
り
な
ど
か
ら
、

木
質
資
源
利
用
ボ
イ
ラ
ー
や
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
機
の
導
入
が
進
み
、
ペ
レ
ッ
ト

の
生
産
量
も
拡
大
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

林
野
庁
で
は
、
林
地
残
材
を
中
心
と
す
る

未
利
用
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
を
進
め

る
た
め
、
先
進
的
な
技
術
を
活
用
し
て
、

ナ
ノ
カ
ー
ボ
ン
や
エ
タ
ノ
ー
ル
な
ど
の
マ

テ
リ
ア
ル
や
燃
料
を
製
造
す
る
新
た
な
シ

低炭素社会づくり行動計画の主な内容
Ⅰ．我が国の目標
Ⅱ．革新的技術開発と既存先進技術の普及
Ⅲ．国全体を低炭素化に動かす仕組み
　○排出量取引の国内統合市場
　○温室効果ガス排出量等の「見える化」
IV．地方、国民の取組の支援
　○農林水産業の役割を活かした低炭素化
Ⅴ．農山漁村地域は、バイオマス資源の供給

源や森林等の炭素吸収源として、低炭素
社会の構築に重要な機能

Ⅵ．森林資源の整備・利用については、間伐
等による森林整備、地域材の住宅等への
利用拡大、未利用バイオマス資源の資材・
エネルギーへの利用拡大の取組等を実施
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ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

動
計
画
」を
受
け
て
、平
成
二
〇
年
一
〇
月
、

排
出
量
取
引
の
国
内
統
合
市
場
の
試
行
的

実
施
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
試
行
的
実

施
は
、
自
主
的
に
参
加
す
る
企
業
等
が
自

ら
設
定
し
た
目
標
に
向
け
て
排
出
削
減
を

進
め
る
と
と
も
に
、
他
企
業
等
の
超
過
達

成
分
や
「
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
等

の
取
引
を
活
用
し
つ
つ
、
目
標
の

達
成
を
図
る
も
の
で
、
産
業
界
等

の
自
主
行
動
計
画
へ
の
反
映
等
を

通
じ
、
京
都
議
定
書
の
目
標
達
成

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
認
証
を
受

け
る
た
め
に
は
、
大
企
業
等
と
中

小
企
業
や
農
林
業
事
業
者
等
が
共

同
で
排
出
削
減
事
業
を
国
内
で
実

施
す
る
と
と
も
に
、
実
現
さ
れ
た

排
出
削
減
量
の
実
績
確
認
な
ど
の

手
続
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
を

化
石
燃
料
か
ら
間
伐
材
等
の
バ

イ
オ
マ
ス
に
転
換
し
た
場
合
、
こ

れ
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削

減
量
に
つ
い
て
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト

の
認
証
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
一
年
三
月
現
在
、
福
岡

県
に
お
い
て
二
箇
所
の
温
泉
用

加
温
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
を
重
油
か
ら
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
に
転
換
し
、
ま
た
山
形
県
に

お
い
て
は
町
役
場
の
融
雪
・
暖
房
用
ボ
イ

ラ
ー
の
燃
料
を
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
転
換

す
る
合
計
三
事
業
の
計
画
の
申
請
が
提
出

さ
れ
て
い
ま
す
。 

②　

カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト

カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
と
は
、
自
ら

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
認
識
し
、
主

体
的
に
削
減
努
力
を
行
う
と
と
も
に
、
削

減
が
困
難
な
部
分
に
つ
い
て
、
他
の
場
所

で
実
現
し
た
排
出
削
減
・
吸
収
量
を
購
入

す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
相
殺
（
オ
フ
セ
ッ

ト
）
す
る
こ
と
を
い
い
、
こ
れ
に
よ
り
、

市
民
・
企
業
等
の
自
主
的
な
排
出
削
減
の

促
進
と
排
出
削
減
・
吸
収
活
動
等
へ
の
資

金
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
の
取
組
を
広

め
る
た
め
に
は
、
一
つ
の
活
動
が
複
数
の

オ
フ
セ
ッ
ト
に
利
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
な
ど
、
信
頼
性
を
確
保
す
る
仕
組

み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
我

が
国
は
、
平
成
二
〇
年
一
一
月
、
国
内
の

排
出
削
減
・
吸
収
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
・
吸
収
量
の

認
証
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
発
行
・
管
理
等
の

仕
組
み
を
定
め
た
「
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
（
Ｊ
─

Ｖ
Ｅ
Ｒ
）
制
度
」
を
発
足
さ

せ
ま
し
た
。

Ｊ
─

Ｖ
Ｅ
Ｒ
制
度
で
は
、
対
象
と
な
る

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
・
吸
収
活
動
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
森
林
分
野
で
は
、
平
成
二
一
年

三
月
現
在
、「
化
石
燃
料
か
ら
未
利
用
林

地
残
材
へ
の
ボ
イ
ラ
ー
燃
料
代
替
」、「
森

（
３
）
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り

①　

排
出
量
取
引

我
が
国
は
、「
低
炭
素
社
会
づ
く
り
行
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林
経
営
活
動
に
よ
る
C
O
2

吸
収
量
の
増

大
」、「
植
林
活
動
に
よ
る
C
O
2

吸
収
量

の
増
大
」
が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
知
県
で
は
、
平
成
一
九
年
度
か
ら
、

火
力
発
電
施
設
の
化
石
燃
料
の
代
替
と
し

て
未
利
用
林
地
残
材
を
活
用
す
る
こ
と
で

得
ら
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
量
を

ク
レ
ジ
ッ
ト
化
す
る
事
業
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
平
成
二
〇
年
一

二
月
、
Ｊ
─

Ｖ
Ｅ
Ｒ
制

度
の
第
一
号
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
本
事
業
を

申
請
し
、
平
成
二
一
年

三
月
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
が

発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
白
書
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
Ｊ
─

Ｖ
Ｅ
Ｒ
制
度

の
森
林
経
営
活
動
な

ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
申
請
の
受
付
は
５

月
８
日
か
ら
始
ま
り
、

五
月
末
現
在
、
五
件

の
申
請
が
提
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
申
請
の

対
象
と
な
っ
て
い
る

森
林
面
積
は
、
三
、

二
六
八
㌶
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
発
行
見
込
量
は
総
計
一
万
五
、
九

五
七
炭
素
㌧
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
森
林
分
野
で
の
各
種
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
発

行
支
援

「
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
及
び
「
オ
フ
セ
ッ

ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
（
Ｊ
─
Ｖ
Ｅ
Ｒ
）」
の
発
行

に
は
、
各
種
の
認
証
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
森
林
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
関
係
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
比
較
的
小
規
模
な
も
の
が

多
く
、
費
用
の
観
点
か
ら
個
別
に
申
請
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
や
、
事
業
者
側
の

制
度
や
算
定
方
法
等
に
対
す
る
知
識
や
体

制
が
十
分
で
な
い
場
合
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
五
月
か
ら
運
営
が
開
始

さ
れ
た
「
山
村
再
生
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
活
用
に
よ
る
排

出
削
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
植
林
・
間
伐
に

よ
る
森
林
吸
収
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
案
件
の

掘
り
起
こ
し
や
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
需
要
者
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
を
実
施
し
、
国
内
ク
レ

ジ
ッ
ト
や
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
（
Ｊ

─
Ｖ
Ｅ
Ｒ
）
の
創
出
を
支
援
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

④
木
材
利
用
に
係
る
環
境
貢
献
度
の
「
見

え
る
化
」

原
材
料
調
達
か
ら
廃
棄
・
リ
サ
イ
ク
ル

ま
で
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
の
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
を
二
酸
化
炭
素
に
換
算

し
て
わ
か
り
や
す
く
表
示
す
る
「
カ
ー
ボ

ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
制
度
」
な
ど
、
排
出

量
の
「
見
え
る
化
」
の
試
行
的
な
取
組
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
見
え
る
化
」
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
を
表
示
す
る
こ
と
が
通
例
で
す
が
、

木
材
は
、
炭
素
貯
蔵
や
そ
の
利
用
に
よ
る

森
林
整
備
へ
の
貢
献
な
ど
、
他
の
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
に
は
な
い
特
性
を
有
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
特
性
を
踏
ま
え
た
「
見
え
る
化
」

の
手
法
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

林
野
庁
は
、
木
材
の
利
用
に
係
る
環
境
貢

献
度
の
「
見
え
る
化
」
に
つ
い
て
、
省
エ

ネ
資
材
、
炭
素
貯
蔵
庫
、
森
林
整
備
へ
の

貢
献
と
い
う
三
つ
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
評

価
方
法
等
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、

企
業
等
が
「
見
え
る
化
」
に
取
り
組
む
際

に
必
要
と
な
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ガ
イ
ド
ラ
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イ
ン
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
４
）
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て

森
林
は
、
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
や
再
生

産
可
能
で
炭
素
の
貯
蔵
機
能
等
を
有
す
る

木
材
の
生
産
を
通
じ
、
地
球
温
暖
化
の
防

止
に
向
け
た
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

低
炭
素
社
会
の
実
現
に
は
、
森
林
の
適
正

な
整
備
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
と
と

も
に
、
国
産
材
を
中
心
と
し
た
木
材
の
利

用
拡
大
が
重
要
で

す
。一

方
、
森
林
整
備

や
木
材
生
産
を
担
う

林
業
は
、
採
算
性
の

悪
化
な
ど
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ

る
こ
と
に
加
え
、
森

林
が
所
在
す
る
山
村

は
人
口
の
減
少
・
高

齢
化
等
が
進
行
し
て

お
り
、
森
林
の
適
正

な
管
理
に
支
障
を
き

た
す
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

生
産
・
流
通
・
加

工
の
各
段
階
に
お
け

る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
や
、

木
材
の
新
た
な
用
途

開
発
や
排
出
量
取
引
や
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ

セ
ッ
ト
等
の
新
た
な
取
組
に
よ
る
収
益
を

山
元
に
還
元
す
る
こ
と
は
、
林
業
の
採
算

性
の
向
上
、
林
業
・
山
村
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
も
の
で
す
。

こ
の
林
業
・
山
村
の
活
性
化
を
通
じ
、

山
村
の
豊
か
な
森
林
を
林
業
が
守
り
育

て
、
そ
の
恵
み
で
あ
る
木
材
を
無
駄
な
く

使
っ
て
い
く
こ
と
が
、
低
炭
素
社
会
の
実

現
の
鍵
と
な
り
ま
す
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

雇
用
情
勢
の
悪
化
に
対
応
し
た

林
業
分
野
の
雇
用
創
出

林
業
就
業
者
の
減
少
と
高
齢
化
が
進
む

中
、
若
者
を
中
心
と
し
て
新
規
林
業
就
業

者
の
確
保
・
育
成
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
林
野
庁
は
平
成

一
五
年
度
か
ら
、
林
業
に
必
要
な
基
本
的

な
技
術
の
習
得
を
支
援
す
る
「
緑
の
雇
用
」

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
平
成
二
一
年

一
月
に
実
施
さ
れ
た
「
森
林
の
仕
事
ガ
イ

ダ
ン
ス
」
に
は
、
最
近
の
雇
用
情
勢
の
悪

化
を
反
映
し
、
東
京
で
約
五
、
三
〇
〇
人
、

大
阪
で
は
約
一
、
七
〇
〇
人
の
林
業
に
職

を
求
め
る
方
々
が
集
ま
り
ま
し
た
。

林
業
経
験
が
な
い
方
で
も
林
業
で
働
き

な
が
ら
技
術
・
技
能
が
習
得
で
き
る
「
緑

の
雇
用
」
事
業
へ
の
期
待
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

 

ロ
シ
ア
材
輸
入
量
の
減
少
と

国
産
材
へ
の
原
料
転
換

ロ
シ
ア
材
（
北
洋
材
）
は
、
平
成
一
九

年
に
は
丸
太
輸
入
量
の
四
五
％
を
占
め
て

い
ま
し
た
が
、
ロ
シ
ア
政
府
が
平
成
一
九

年
七
月
以
降
の
丸
太
輸
出
に
関
し
て
輸
出

関
税
を
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
措
置
を

「森林の仕事ガイダンス」での各県相談ブース

我が国の北洋材丸太輸入量の推移
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と
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
北
洋
材
の
輸
入

は
激
減
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
北
洋
材
の
主
要
需
要

先
で
あ
っ
た
北
洋
材
製
材
業
界
や
合
板
製

造
業
に
は
、
そ
の
原
材
料
を
国
産
材
に
転

換
す
る
な
ど
の
動
き
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

林
野
庁
で
は
、
北
洋
材
を
利
用
す
る
木

材
加
工
・
流
通
関
係
団
体
等
の
関
係
者
と

意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
今
後
の
影
響
と

そ
の
対
応
方
向
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

こ
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
足
腰
の
強
い

産
業
構
造
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
を
目
指

し
、
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

製
紙
原
料
へ
の
間
伐
材
利
用
の
推
進

グ
リ
ー
ン
購
入
法
に
お
い
て
調
達
対
象

と
さ
れ
る
コ
ピ
ー
用
紙
は
古
紙
パ
ル
プ
配

合
率
一
〇
〇
％
の
も
の
に
限
る
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
二
月
、
古
紙
に

加
え
、
森
林
認
証
材
、
間
伐
材
、
未
利
用

材
な
ど
の
環
境
に
配
慮
し
た
原
料
に
つ
い

て
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
変
更
さ
れ
、
ま

た
、
環
境
配
慮
の
指
標
で
あ
る
白
色
度
等

を
加
え
た
総
合
評
価
指
標
方
式
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。

林
野
庁
で
は
関
係
者
と
の
意
見
交
換
会

を
開
催
し
、
間
伐
材
チ
ッ
プ
の
製
紙
原
料

へ
の
利
用
促
進
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
検
討
を
踏
ま
え
、
山
元

か
ら
製
紙
工
場
ま
で
の
間
伐
材
チ
ッ
プ
安

定
供
給
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
自
主
的
な
取

組
が
全
国
三
地
域
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ピ
ー
用
紙
を
は
じ
め
と
し
て
、
紙
製

品
に
間
伐
材
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
林
地
内
に
放
置
さ
れ
て
い
た
間

伐
材
等
の
利
用
が
広
が
る
と
と
も
に
、
森

林
整
備
の
推
進
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
災
害
へ
の

迅
速
な
復
旧
対
策

平
成
二
〇
年
六
月
一
四
日
に
発
生
し
た

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
で
は
、
尊
い
人
命

や
財
産
が
失
わ
れ
る
と
と
も
に
、
大
規
模

な
山
腹
崩
壊
や
地
す
べ
り
な
ど
の
山
地
災

害
も
多
数
発
生
し
、
林
野
関
係
の
被
害
額

も
一
千
三
億
円
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

林
野
庁
で
は
災
害
発
生
直
後
に
学
識
経

験
者
に
よ
る
現
地
調
査
を
実
施
し
、
被
害

状
況
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
有

林
野
事
業
の
組
織
を
活
か
し
て
被
災
箇
所

の
調
査
や
復
旧
計
画
の
策
定
等
を
迅
速
に

行
い
ま
し
た
。

被
害
拡
大
の
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
で
は
、

応
急
工
事
や
監
視
装
置
の
設
置
な
ど
の
対

策
を
実
施
し
、
ま
た
交
通
の
確
保
の
た
め

国
有
林
野
内
の
林
道
も
緊
急
に
整
備
し
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
緊
急
的
な
対
策
が
必
要
な
箇

所
に
つ
い
て
早
急
に
復
旧
に
努
め
る
と
と

も
に
、
国
直
轄
の
治
山
事
業
等
に
よ
り
大

規
模
な
山
地
災
害
箇
所
な
ど
の
復
旧
対
策

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

チップ製造ラインへの間伐材投入

宮城県栗原市荒砥沢ダム上流の山腹崩壊地

平
成
二
〇
年
度
森
林
・
林
業
白
書
で
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
よ
う
な
特
集
・
低

炭
素
社
会
を
創
る
森
林
（
第
Ⅰ
章
）
と
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
ほ
か
に
、
第
Ⅱ
章
で
は
多
様
で
健

全
な
森
林
の
整
備
・
保
全
の
推
進
、
第
Ⅲ
章
で
は
林
業
・
山
村
の
活
性
化
、
第
Ⅳ
章
で
は

林
産
物
需
給
と
木
材
産
業
、
第
Ⅴ
章
で
「
国
民
の
森も

り林
」
と
し
て
の
国
有
林
野
の
取
組
と

題
し
て
、
各
章
ご
と
に
多
く
の
事
例
を
交
え
な
が
ら
、
具
体
的
な
取
組
状
況
を
説
明
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
第
二
部
で
は
平
成
二
〇
年
度
森
林
及
び
林
業
施
策
と
題
し
て
、
森
林
の

も
つ
多
面
的
機
能
の
持
続
的
な
発
揮
に
向
け
た
整
備
と
保
全
、
林
業
の
持
続
的
か
つ
健
全

な
発
展
と
森
林
を
支
え
る
山
村
の
活
性
化
、
林
産
物
の
供
給
及
び
利
用
の
確
保
に
よ
る
国

産
材
競
争
力
の
向
上
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
関
す
る
研
究
・
技
術
開
発
と
普
及
、

国
有
林
野
の
適
切
か
つ
効
率
的
な
管
理
経
営
の
推
進
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
の
実
現
に

向
け
た
国
際
的
な
取
組
と
い
う
テ
ー
マ
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
の
状
況
を
説
明
し
て

い
ま
す
。
林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
白
書
全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度

お
読
み
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（U
R

L　
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